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　　When housing starts exploded from late 1960s to early 70s, both Kosuga and Tendo 
Mokko established their main factories, both of which were based on the idea of ‶all under 
one roof,” where all the chairs, sofas, tables and cabinets were mass-produced in the same 
places, and both of them had ﬂexible manufacturing system (FMS). They also established 
their branch factories abroad to support intermediary trade. They went into auto parts in-
dustry as well. Their production lines featured coexistence of advanced machinery and 
handicraft. Both of them were members of Japanese Industrial Standards Committee and 




























soning, adhesives and ﬁnish, whereas Tendo Mokko’s main concern was on formed ply-
wood and resin foam.
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燥を駆使して含水率を出荷地域に合わせていた 20）。木材は含水率が 8～ 10％のとき、最


































































































関係の JIS規格の変遷 46）（表 2）の中で、事務用家具（鋼製・木製共通）を対象として、
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 3） コスガ，『コスガ総合カタログ』（1957年版～ 2007 ‒ 08年版），東京，コスガ．、




 5） 前掲 2）『コスガ百十年の歩み』，pp.25 ‒ 75．、前掲 2）『コスガ百二十年史』，pp.8
‒ 70．
 6） 前掲 2）『コスガ百十年の歩み』，pp.134 ‒ 136．
 7） 前掲 2）『コスガ百十年の歩み』，pp.136 ‒ 139．、前掲 4）『コスガ会社概要』1974
年版，p.5．、同 1976年版，pp.2 ‒ 5．
 8） 前掲 4）『株式会社コスガ上越工場ご案内』1984年版，pp.1 ‒ 2．
 9） 小菅恭四郎氏とのインタビュー（2011年 11月 4日 IFFT interiorlifestyle living会
場）。
 10） 前掲 2）『コスガ百十年の歩み』，pp.140 ‒ 142．
共栄大学研究論集　第 10号
―　104　― ―　105　―
 11） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1966年版，p.12．
 12） 天童木工は 1987年から乗用車用内装木目パネルの生産を開始した。
 13） 前掲 2）『コスガ百十年の歩み』，pp.143 ‒ 147．
 14） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1979年版，p.172．
 15） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1979年版，p.172．
 16） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1992 ‒ 93年版，pp.384 ‒ 385．
 17） 特に籐家具生産の東南アジア移管はその事例であった。
 18） 2004年コスガ HP「前橋工場の張りぐるみソファ製作工程」より。
 19） 前掲 4）『コスガ会社概要』1974年版，p11．
 20） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1979年版，pp.8 ‒ 9．
 21） 剣持仁他，『家具の事典』，朝倉書店，1986，p.626．
 22） 前掲 4）『コスガ会社概要』1977年版，p.12．
 23） 前掲 2）『コスガ百十年の歩み』，p.139．
 24） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，p.2，1979年版，pp.8 ‒ 9．
 25） 前掲 2）『コスガ百十年の歩み』，p.138．
 26） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，p.2．
 27） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1979年版，pp.8 ‒ 9．
 28） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，1979年版，pp.8 ‒ 9．
 29） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』2005 ‒ 06年版，pp.12 ‒ 13．
 30） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，p.2，1979年版，pp.8 ‒ 9．
 31） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1979年版，pp.8 ‒ 9．
 32） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，p.2．
 33） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，p.2．
 34） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，p.2，1979年版，pp.8 ‒ 9．
 35） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，p.2，1979年版，pp.8 ‒ 9．
 36） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1976年版，p.2．
 37） 前掲 2）『コスガ百十年の歩み』，p.138．
 38） 前掲 4）『株式会社コスガ上越工場ご案内』1984年版，pp.1 ‒ 2．
 39） 小菅康正氏とのインタビュー（2008年 11月 19日 IFFT interiorlifestyle living会
場）。
 40） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1999 ‒ 2000年版，pp.10 ‒ 11．
 41） 綿布による往復 50,000回（片道 100,000回）の繰返し摩擦テスト。
 42） コスガでは、食堂椅子の後脚 2本に荷重のかかる苛酷な使用条件を与えるため、
55kgの負荷をかけたまま前後に揺さぶり衝撃を往復 30,000回与え、異常のないこ
とを検査した。荷重は座と背に分けられており、後傾の時に背にも負荷がかかるよ
うになっていた（前掲 3）『コスガ総合カタログ』1979年版，pp.8 ‒ 9．）。
 43） 20kgの砂袋の衝撃を 4,000回クッションに与えて、へたりの少ないものを合格に
した。
 44） 前掲 3）『コスガ総合カタログ』1979年版，pp.8 ‒ 9．
 45） 日本工業規格 JIS S 1032「鋼製事務用いす」では、1971年改正版から 1991年改正
版までは、座に 55kg、背に 60kgの荷重をかけ、非回転いすの場合は 8,000回の試
















 46） 家具関係の JIS規格は、①事務用家具、②学校用家具、③家庭用家具に大別される。
  ① 　事務用家具の JIS規格では、（A）木製事務用家具は、JIS Z 5301（1951～
1957年）「［木製］事務用家具（机・卓子及びイス）」から、JIS S 1023～ JIS S 
1028（1957～ 1990/1999年）「木製事務用家具」を経て、JIS S 1031～ JIS S 
1033（1960～ 2011年）「オフィス用家具・事務用家具」に統合された。そして
1999年改正以降は、鋼製家具・木製家具ともに、事務用家具については、JIS S 
1200～ JIS S 1205（1998～ 2011年）「家具強度と耐久性試験方法」との組み合
わせで評価する規格となった。（B）鋼製事務用家具は、JIS S 1022（1956～
1960年）「鋼製事務用家具」を経て、JIS S 1031～ JIS S 1052（1960～ 2011年）
「オフィス用家具・事務用家具」へと変遷した。但し JIS S 1041～ JIS S 1042
「会議用テーブル・イス」と JIS S 1051～ JIS S 1052「事務用応接用テーブル・
イス」等は JIS S 1031～ JIS S 1033（1960～ 2011年）「オフィス用家具」へ統
合された。
  ② 　学校用家具の当初の規格である JIS Z 5302（1952～ 1955年）「学校用家具」
は、JIS S 1021（1952［56］～ 2011年）「学校用家具－教室用机・椅子」へと変
遷した。そして 1980・90年代には JIS S 1071～ JIS S 1086（1980～ 1999年）
「学校特殊家具」が別途制定・活用されたが、当該規格の活用が見られないこと
から廃止となり、現在では学校用家具の JIS規格は JIS S 1021（1952～ 2011年）
「学校用家具」だけとなっている。
  ③ 　家庭用家具については、当初 JIS規格は無かった。明確に家庭用家具と判別で
きるものは、JIS S 1061～ JIS S 1062（1975～ 2011年）「家庭用学習家具」と、
JIS S 1101～ JIS S 1104（1973/75/76/79～ 1988/2011年）「住宅用ベッド」であ
る。したがって、コスガと天童木工が自社の木製家具の品質検査規準として目安
にした JIS規格は、あくまでも事務用家具の規準であったことが判る。









 49） 前掲 4）『株式会社コスガ上越工場ご案内』1984年版，pp.1 ‒ 2．
 50） 菅澤光政，『天童木工』，美術出版社，2008，pp.14 ‒ 15．
 51） 前掲 2）『天童木工五十年史』，pp.178 ‒ 179．
 52） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1975年版，p.3．
 53） 『天童木工総合カタログ』1988年版掲載写真の第一工場には、新第 3工場移管前の
椅子生産ラインが見える（図 29）。しかし『天童木工総合カタログ』1990年版掲載
写真の第一工場では、大型会議テーブル等の特注家具生産ラインが見える（図 30）。
 54） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1987年版，pp.8 ‒ 9．
 55） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1987年版，pp. 8 ‒ 9．
 56） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1989年版，p.346．




 59） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1983年版，p.7．
 60） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，pp.47 ‒ 50，1975年版，pp.4 ‒ 10．
 61） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1975年版，p.4．
 62） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1963年版，pp.2 ‒ 3，1975年版，p.7．1989年
版，p.348．
 63） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1992年版，p.10．
 64） 通常の成形合板用の型は金型のみであるが、マイクロウェーブ加熱成形装置用の型
は金型の内側に木製の型枠を一層追加している。
 65） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1958 ‒ 60年版，pp.8 ‒ 10，1970年版，pp.47 ‒
50，1975年版，pp.4 ‒ 10．
 66） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1975年版，p.7．
 67） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，p.47．
 68） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1958 ‒ 60年版，pp.8 ‒ 10，1970年版，pp.47 ‒
50，1975年版，pp.4 ‒ 10，1983年版，pp.8 ‒ 11，1989年版，p.348，1992年版，
p.10．
 69） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，pp.47 ‒ 50，1975年版，pp.4 ‒ 10，
1983年版，pp.8 ‒ 11、前掲 2）『天童木工五十年史』，pp.218 ‒ 219．
 70） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1958 ‒ 60年版，pp. 8 ‒ 10．
 71） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1958 ‒ 60年版，pp. 8 ‒ 10．
 72） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，pp.47 ‒ 50，1975年版，pp.4 ‒ 10，
1983年版，pp.8 ‒ 11，1989年版，p.348，1992年版，p.10．
 73） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1987年版，p.8，1989年版，p.346．
 74） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1958 ‒ 60年版，pp. 8 ‒ 10．
 75） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1958 ‒ 60年版，pp. 8 ‒ 10．
 76） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1987年版，p.8．
 77） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1987年版，p.8．
 78） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1983年版，pp.8 ‒ 11．金型の内側に木製の型枠
を一層追加するマイクロウェーブ加熱成形は特許 2件、実用新案 1件を登録。
 79） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，pp.47 ‒ 50，1975年版，pp.4 ‒ 10
 80） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，pp.47 ‒ 50．
 81） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，pp.47 ‒ 50，1975年版，pp.4 ‒ 10，
1983年版，pp.8 ‒ 11．
 82） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1983年版，pp.8 ‒ 11．
 83） 箕原正のデザインによる東京クラブの安楽椅子（前掲 2）『天童木工五十年史』，




 84） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，pp.47 ‒ 50，1975年版，pp.4 ‒ 10．
 85） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，pp. 47 ‒ 50．
 86） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1975年版，pp.4 ‒ 10，1983年版，pp.8 ‒ 11．
 87） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1975年版，pp. 4 ‒ 10．
 88） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1975年版，pp.4 ‒ 10，1983年版，pp.8 ‒ 11．
 89） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1970年版，P.45．に掲載されたプライチェア、
バタフライスツール、剣持勇デザインの一人掛椅子を透明アクリル樹脂成形板で作
成した SM7051、RM521A、RM527Aは発売後暫くして廃番になった。
 90） 菅澤光政，『天童木工』，美術出版社，2008，pp.64 ‒ 67．




 92） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1983年版，p.4．
 93） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1987年版，p.8．
 94） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1990年版，pp.10 ‒ 11．
 95） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1990年版，pp.10 ‒ 11．
 96） 前掲 3）『天童木工総合カタログ』1990年版，pp.10 ‒ 11．









1963.2，pp.82 ‒ 84.）であり、55kgの根拠は、JIS S 1032（1971年改正）の座
55kg、背 60kgであると考えられる。
 100） ホームユース家具市場を主な販路として、コントラクトユース家具市場にまで販路
を拡大したコスガは、消費者の多様な嗜好に対応するために全方位型の家具スタイ
ル開発方針を採用したので、フレキシブル・マニュファクチャリング・システムを
採用した。一方、コントラクトユース家具市場を主な販路として、ホームユース家
具市場にまで販路を拡げた天童木工は、特注家具製作において規格品生産とは違う
フレキシブルな生産工程を組む必要があった。また同業他社に先駆けて採用した張
地オーダーシステムのためにも、規格品であってもフレキシブルな生産工程が必要
であった。
 101） 自社の家具の安定性と強度を実現するために、コスガは無垢材の乾燥管理で対応し
たが、天童木工は狂いの少ない成形合板を主要部材とすることで対応した。
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